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緒 言

岐阜市の北東部にある本学の構内には，約

２８００�の湿地がある。かつては山すその棚田
で，３０年ほど前にはサギソウが自生し，咲き

乱れていたそうである。しかし，本学が建て

られ，まわりの環境も変化し，湿地も相次ぐ

埋め立てで狭くなり，木本類，帰化植物など

の侵入が見られ，現在，サギソウはまったく

自生していない。そこで，サギソウ群落をこ

の湿地に復元し，同時に湿地に生育する絶滅

危惧植物の群落を保護していくことを目的に

１９９９年より研究を進めている。

これまで，サギソウ球根の植えつけ１），水質

調査２），湿地周辺の植物種調査３）について報告

してきたが，今回は，湿地の土壌分析につい

て報告する。

材料および方法

１．試料の採取および調整

１９９９年の６月と１０月に，図１に示した旧湿

地に位置する A地点，B地点，その中間の

AB地点，湿地南側の湿地内の C１地点，水

たまり中の C２地点，排水路を作ったときに

土を盛った C３地点，湿地中央の D地点，湿

地北側木立の下の E地点，以上８地点で土

壌を採取した。各地点で２０�ほどシャベルで
穴を掘り，その下の土を採取した。採取した

試料土は，広げて，混入している小石や植物

根などを取り除いた。また，D地点と E地

点で採取したものは，水分が多くどろどろな
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状態だったので，吸引ろ過し，ろ紙に残った

部分を試料とした。これらの試料土を風乾し，

乳鉢で団粒を押しつぶした。そして２�目の
金属製ふるいを通したものをポリビンで保管

した。

２．pHの測定方法

図１の８地点から採取した未風乾新鮮土を

用い，それぞれ乾土１０g相当量に２５mlから

水分量を差し引いた蒸留水を加え，振とうし

て１時間以上放置した。測定前に軽く掻き混

ぜ，ガラス電極 pHメーターで測定した。

３．電気伝導度の測定方法

図１の８地点から採取した未風乾新鮮土を用

い，それぞれ乾土１０�相当量に乾土に対する
水の比が１：５になるように水分量を差し引

いた蒸留水を加え，１時間振とうした。電気

伝導度計で電導度を，温度計でそのときの温

度を測定し，温度補正曲線で電気伝導度を補

正した。

４．含有成分の定量法

１で調整した風乾土を用い，全窒素はガニ

ング変法４）で分解し，水蒸気蒸留法で分析し

た。アンモニア態窒素は Bremner法４）で抽出

した後，微量拡散法４）で測定した。硝酸態窒

素は風乾土１�に対して蒸留水を１０�の割合
で加え，１時間振とう後しばらく静置し上澄

み液を分 析 に 用 い た。分 析 は カ ラ ム

PARTISIL-１０SAXを用い，高速液体クロマト

グラフィー法で行った。

可給態リン酸はトルオーグ法５）で測定した。

交換性マグネシウム，カルシウム，ナトリ

ウム，カリウム，鉄は，風乾土１�を２００�
の０．０５M酢酸アンモニウム－０．０１１４M塩化

ストロンチウム溶液で１時間振とうして抽出

した５）。これをろ過し，原子吸光法により分

析した。

結果および考察

１．pH（H２O）

酸度は，土壌の最も基本的な性質である。

これによって植物養分の可給度，土壌微生

物の生育，土壌の物理性，各種養分の吸着な

どが影響を受ける。今回は簡便に測定できる

水抽出液の pHを測定した。

pH（H２O）は４．４から８．０の範囲であった（図

２）。６月は C１，C３地点でアルカリ性と

なった以外はすべて酸性となり，１０月は，ど

の地点でも酸性であった。C地点で pH５か

ら８と高く，E，D地点で平均４．７と低く，A，

B地点では，その中間であった。

近くを流れる水路の pHは各地点の４～１１

月の平均値が４．４と土壌より低かったが，C

地点で他地点より高いという傾向は同様で

あった２）。北海道の泥炭土の pHは，３．３から

３．８くらいと本学の湿地より低い値が報告６）さ

れている。

２．電気伝導度

電気伝導度は，塩類濃度を推定するのに利

用される。農耕地では，塩類濃度が高すぎる

と，作物の生育が阻害される。今回は土の５

倍の水で抽出する簡便法を用いた。範囲は６
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～８９µS/�で，６月の C１，C３地点で高い値

となった（図３）。しかし，最も高い値でも

作物に障害が見られる土壌５）の１／２０程度の

電導度であった。６，１０月を平均すると，A,

B地点で低く，C地点で高い傾向が見られた。

水質検査２）に比べ地点間の変動が大きかった。

３．窒素

全窒素は０．０９～４．３％の範囲で，１０月の E，

D地点で高い値となった（図４）。A，C地

点では，低い値となり０．５％以下であった。

AB，B地点でやや高く，D，Eで高い値であっ

た。北海道の泥炭土の報告６）では，１．２～１．９％

であった。分解の進んでいない高位泥炭土で

低く，中間，低位泥炭土と全窒素量が増加す

る傾向にあった。

土壌窒素の大部分は，有機態窒素で，これ

が微生物によって分解されアンモニア態窒素

になる。アンモニア態窒素含量は，０～１４�
N／１００�風乾土で，全窒素の約１／３００の量
であった（図５）。A，B，C地点で低く，D，

E地点で高い傾向は，全窒素と同様であった。

水質検査でも，D，E地点付近のアンモニア

態窒素濃度が，他区よりやや高かった２）。湿

地の草本類は，南側から北側に向かうにつれ

草丈が高くなっていたが，これは窒素特にア

ンモニア態窒素含量が北側で高いため生育が

良かったと考えられる。

硝酸態窒素は，アンモニア態窒素が硝化さ

れてできる。畑地では，盛んに硝化が起こる

が，水に浸かった田や湿地では，硝化はあま

り盛んではない。硝酸態窒素の含量は，０．０３

～０．５mgN／１００�風乾土と，アンモニア態窒
素の約１／２０であり，硝化作用が弱いと考え

られる（図６）。また，採土地点より季節に

よる変動が大きく，６月より１０月の含量が高

かった。１０月は，E地点で他地点よりやや高

かった。水質調査でも，E地点で硝酸態窒素
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濃度がやや高かった２）。

４．可給態リン酸

トルオーグ法では，リン酸カルシウム，リ

ン酸マグネシウムを可給態リン酸として評価

する。日本では土壌診断で最もよく使われて

いる方法で，改善目標は１００�P２O５�－１とされ

ている。

可給態リン酸は，１０月の B，E地点で検出で

きず，１０月の C３地点で５８０�と変動幅は大
きかった。平均値は，旧湿地の A，B地点，

湿地北側の E地点で低く，湿地南側の C地

点と中央の D地点で高かった（図７）。水質

検査のリン酸には，あまり差は見られなかっ

た２）。

５．交換性マグネシウム，カルシウム，ナト

リウム，カリウム，鉄

土壌中の主な交換性陽イオンは，カルシウ

ム，マグネシウム，カリウム，ナトリウムの

４種と言われている５）。各地点で最も多かっ

たのは，カルシウムで７９０～６３０００�/�あっ
た（表１）。北海道の泥炭土の報告でも，カ

ルシウムが最も多く，約４０００�/�であっ
た２）。水質検査では土壌と異なり，陽イオン

中ナトリウム濃度が最も高かった２）。

交換性カルシウム含量は，特に１０月の C３

地点で他地点の１０倍程度の含量となった。水

質検査でのカルシウム濃度は，C地点で高く

なっていたのは同様であるが，その他の地点

の順位は異なっていた２）。C地点で，カルシ

ウムが高かったことが，電気伝導度の高かっ

たことに影響していると考えられる。

マグネシウムは，１７～３９０�/�で，C２地

点以外では６月より１０月の方が高かった。C

地点で他よりやや低くなった。

ナトリウムは，５２～８１０�/�で，マグネシ
ウムと同様に C２地点以外では６月より１０月

の方が高かった。６月は地点による差がほと

んど見られず，１０月は，C２地点で非常に低

い値となった。

カリウムは，６０～１０６０�/�で，ナトリウ
ムと非常に似た傾向であった。

鉄は微量元素で，含量は０～１０６�/�と他
の陽イオンより低くかった。１０月に高い地点

が多く，特に B，E地点で高かった。水質検

査では，まったく反対の傾向が見られ，C，D

地点で高く，AB，E地点で低くなっていた２）。
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